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※（仮称）デザイン計画・・・福山駅前再生ビジョンを具現化するための
具体的な戦略やソフトとハードの取組を示すアクションプラン

（参考１）



～自らが取り組みたいプロジェクト～

第１回 ７月１６日（火）１８時３０分 ローズコム４階中会議室

・学生は安くて時間が長く取れる空間を求めている。あまり使われていない
土地や建物を使って，学生や地域の人たちがゆっくりできる場所をつくりた
い。

・福山駅前だけでなく，さとまち環状線というかつての城下町の外円を結び，
散策できるルートづくりが必要だ。

・福山駅前でスポーツを通じて健康や地域の活性化につながる事業を計画
している。

・不登校の子どもたちの学習支援をしているが，彼らは普段運動する場所
がない。いろんな子どもが集えるフリースクールのような，土いじりや料理な
どができる創造的な教育の場をつくりたい。

・外国にルーツを持つ子どもたちに日本語や勉強を教えてあげられる場所
をつくりたい。

・福山駅前に公演など文化を発信できる場所が欲しい。

・学生をターゲットに勉強や飲食できるスタディカフェのような場をつくりたい。

参加人数：８０人福山駅前アクション会議の議論（概要）

～その他の意見～

※後日個別に寄せられた意見も含む



第２回 ８月２１日（水）１８時３０分 福寿会館

※後日個別に寄せられた意見も含む

・美術館に行ってアートに触れるのもいいが，思いがけず出会うアートも大切である。
それが公共空間におけるアートである。町にアートを増やしたい。

・福山ではファインアート(※)をしている人たちが表現する場がない。その表現の場を
伏見町につくるプロジェクトを進めている。
※芸術的価値を専らにする活動や作品を指す概念。

・町の人が気軽に訪れて旅行客と交流できるよう，ホテルを地域のコミュニティのハブ
として人と人が繋がる場所にしたい。

・参加者と製作者が出会うことが大切で，それによって製作者は社会に認められる
きっかけになり，参加者は実際の製作現場を知ることができる。

・福寿会館などの駅に近い空間を活用して日本文化の体験ができる場が必要だ。

・広島トリエンナーレの開催に合わせて，美術館周辺や福山城公園をうまく活用して
アートのまちづくりを進めたい。

・沼南半島を中心に少人数制のエコツーリズム（エコツアー）をしたい。ただの観光で
はなくその土地の文化や環境を伝え，自然体験ができるツアーをしたい。

・福山でもクリエイティブリユースに取り組みたいので興味のある人と進めたい。また
プレシャスプラスチック(※)など，アートを体験できる新しい場が必要だ。
※プラスチック廃棄物をリサイクルするための機械づくりから商品化までのノウハウや世界各国で取り組む人たちや工房の
情報，リサイクル商品や機材のオンラインマーケットなど様々な情報を得ることができるオンラインコミュニティ。

・いろいろな施設が使われていないということは，使いやすい工夫が必要だということ
だろう。管理のやり方を変えていくことが大きな課題かもしれない。

福山駅前アクション会議の議論（概要）

～自らが取り組みたいプロジェクト～

～その他の意見～

参加人数：６５人



第３回 １０月３１日（木）１８時３０分 エフピコRiMスタジオA

※後日個別に寄せられた意見も含む

・染料業界は生産拠点が海外に移っていて染料の売り先がなく，しかも技術的
な後継者もいない。そこで，明るく楽しく染めることを発信することとした。メディ
アに取り上げられたり団体が来たりすると，同じ町内の人が喜んでくれる。まず
は地元の町から彩っていこうと，戦略を進めている。

・地元の繊維業に関わっているが，まずは業界を知ってもらうことが大事と思い，
縫製技術を学ぶスクールを今年９月からスタートした。スクールの目的は，縫
製工場に入ってくれる人を探すことである。１期生で委員会の中の工場に就職
してくれた人も出た。これは１つの成果だろう。

・福山はＪＲで南と北に分かれており，分断されている。ＪＲを巻き込んで北と南
を繋げて人の流れをつくりたい。そのために木材を活用したい。福山城で伐採
された木を使うこともできる。

・ワイナリーをやっているが，ブドウを作る現場，ワインを作る現場，それぞれで
課題がたくさんある。異業種の人とは中々繋がれないので，繋がる場があると，
例えば今まで捨てていたものが産業になったりするのではないかと思う。

・駅の北側は治安が悪いと言うイメージがあって，南は明るいが北は暗くて歩
きにくい。木材は暖かいイメージがあるので木材を使いながら，北と南を明るく
できるようなものができればいい。

・まちなかの隙間＝オープンスペースになるのが公園だと思っている。公園と
いう空間を活用したい人をサポートしながら，誰でも自由に使える公園作りをめ
ざしている。

福山駅前アクション会議の議論（概要）

～自らが取り組みたいプロジェクト～

～その他の意見～

参加人数：４６人



第４回 １２月４日（木）１８時３０分 AREA INN FUSHIMICHO

※後日個別に寄せられた意見も含む

・駅前エリアにある様々なコンテンツ（飲食・宿泊等）と連携したい。駅前にレン
タサイクル事業を展開しようと考えている。駅前を中心とした周遊性が高まるこ
とを期待している。

・リノベーションというつながりから駅前でスポーツジムを開業することになった。

福山の課題，「人口減」を何とかしたい。福山の健康リテラシーを上げたい。

・商業施設とマンションで市外から人は集まらない。活性化していくのであれば
地元の団体も巻き込んでイベントをやるのがよいと思う。

・外国人が瀬戸内と考えるとき，宮島より最初にこちらを選ぶ流れを作る必要
がある。大阪から見てもせとうちの起点が福山というイメージがない。

・福山駅に自転車を組み立てる場所がほしい。また週末だけでもバスに自転車
を積めるようにしてほしい。途中で疲れたらバスに積める仕組みがあると家族
連れなどもっと気軽に旅行できる。

・着物や琴の体験をさらに延長して，伏見町まで散歩して着たままご飯を食べ
られるとか，そのままホテルに帰って着替えてもいいとか，滞在することを目的
とすれば活性化につながる。

・文化的なイベントがあまりないと感じている。街中にギャラリーがない。

福山駅前アクション会議の議論（概要）

～自らが取り組みたいプロジェクト～

～その他の意見～

参加人数：５２人

・駅前の南北と東西の交通が遮断されている。バスの停留所がど真ん中にあ
り，車も人も東西に抜けることができない。広島は東西南北をつなげて活性化
している。それを福山でもできないか。


